





    

    じぃじぃはだいくさん


    

    作者：daimazin0328

    


    

    概要：東京都武蔵村山市は「村山大島紬」という伝統工芸があり、蚕を育てる農家がたくさんありました。

そんな武蔵村山市に生まれた『紬』という少女の物語です。

    




    









        わたしのなまえは「つむぎ」ちゃん。


むかしつむぎのむらはかごしまのおおしまつむぎとおんなじおかいこさまのきいとをつかっておりものをおっていたの。


むらのおおくのおうちは２かいにおかいこさまのおうちがあって、とーってもあたたかったの。


でもね、ときどきおかいこさまがおこってかじをおこすんだ。


よなかにしゃりしゃりもぐもぐくわのはをたべてるおかいこさまがおこっちゃうの。


なぜだかわからないけど、むらのひとたちはみんなこわがってた。


かじになるとたいへんなんだよ。


おとなからこどもまで、みんなでおみずをはこんでかけるの。


でもね、かけてもかけてもかじはきえないの。


そのうちにね、かぞくみんなでたのしくくらしていたおうちがなくなっちゃうの。


おはなをつーんとつくわらぶきやねをこがしたにおい。


みんなおおきなこえをだしてわんわんなくの。


おとうさんはただたちつくし、おかあさんはひざをおりまげつちのうえでてをつきなきつくす。


むらのひともたすけにきてくれるけど、だれにもたすけることはできないの。


かじってね、いちどもえあがるとみずなんてぜんぜんきにならないの。


だからね、かじってとーってもおそろしいことなの。


みんなのおうちがなくなっちゃうと、おとうさんもおかあさんも、はたらいてもはたらいても、あたらしいおうちをつくるのにおいつかないの。


むらのひとのねがいはかじがおこらないこと。


つむぎのじぃじぃはせいねんのころ、だいくさんになりました。


なんねんもなんねんもしたづみをつんで、やっといちにんまえのだいくさんになったの。


じぃじぃのゆめはひゃくねんもなんびゃくねんもながもちするおうちをつくること。


かじにならないがんじょうなおうちをつくるの。


こわいこわいほのおもつかないりっぱなもくざいをつかっておうちをつくるの。


じぃじぃがりっぱなだいくさんになったから、おうちはもえずにすんだんだ。







